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事業計画書 

名称（団体名）  

活動名  

部門 □自由テーマ部門  □提示テーマ部門 

テーマ選択 

(提示テーマ

部門のみ) 

□１ 地域で支え合う仕組みづくり（子育て・高齢者支援）   
□２ 地域防災力の向上（防災・減災） 
□３ 地域の担い手づくりとコミュニティの活性化（人材育成・地域交流）         
□４ 継続（テーマ：ひとのつながり・縁づくり）※令和７年度採択団体のみ 

実施予定時期 
令和  年  月  日 開始   令和  年  月  日 終了 

※開始日は、令和 8年７月１日以降としてください。 

活動の必要性

と目的 

（地域にどんな課題やニーズがあり、なぜこの活動を実施する必要があるのか。） 

 

活動の内容 

（誰が誰を対象に、いつ、どこで、どのような内容の活動をどのような方法で行うのか。  

 

 

活動の効果と

他団体、地域

への波及効果 

（この活動を通じて、市民、地域、他団体などにどのような波及効果があると考えている
か。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地域で顕在化している課題やニーズを、できるだけ具体的に記載してくだ 

さい（例：高齢化、空き家の増加、防災意識の低下など）。課題の裏付けとし

て、客観的なデータや統計（例：○○地区の高齢化率  47%）を示すと説得

力が高まります。 

 その課題を放置した場合に生じる影響（例：地域のつながりの希薄化、孤   

立の増加など）や、なぜ今この活動が必要なのかを明確にしてください。 

 活動を通じて目指す地域の理想像やゴール（例：住民同士の支え合いが自 

然に生まれる地域）を記載しましょう。  

 

活動によって期待される直接的な成果、参加者以外への間接的効果や他団体

や近隣地区への展開の可能性を記載してください。地域全体が活気づくような

変化を具体的に書きましょう。 

 

いつ、どこで、誰を対象に、どのような手法で活動を行うのか、具体的に記

載してください。※視察・研修を行う場合は、その成果を本事業のどの部分に

反映させ、具体的な活動に結びつけるかも併せて記載してください。 
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事業の達成目

標（成果指

標） 

（参加者数や開催回数などの数値目標、満足度や参加者の変化などの状態目標、及びそれ

らを評価するための確認方法について） 

 

他団体との 

協働 

今後、他団体（行政含む）と協働して取り組む見込みはあるか。 

  □ 有 （想定している団体：             ）  □ 無  

【協働の内容・計画】 （役割分担、これまでの実績、未定の場合は今後の調整スケジュー

ルなど） 

※提示テーマ(3)「地域の担い手づくりとコミュニティの活性化」を選択する場合、市内ま

ちづくり協議会または自治会との協働が必須です。協働先が未定の場合は、事前にまちづ

くり共生課へご相談ください。  

 

 

 

 

 

活動のＰＲ 
ポイント 

（特に工夫した点や、創意工夫、特徴的な視点や手法など） 

 

活動の持続性 

（次年度以降、活動をどのように発展させていくか。本補助金を受けない場合、どのよう
に資金調達を行い活動を継続するか。） 

※事業概要の分かる資料を、Ａ３・１枚程度にまとめて併せて提出してください。 

協働先が決まっている場合は、団体名（例：○○まちづくり協議会、○○学校、

市○○課）と、具体的な協力内容を記載してください。過去の協働実績があれば、

それも記載すると信頼性が高まります。 

協働先が未定の場合でも、「○○団体と△△の点で連携を模索中。○月○日に協

議予定」など、今後の動きが見える記載を心がけてください。 

 

他の活動と差別化されるポイントや運営や活動方法の創意工夫（例：住民が主体

的にかかわる仕組み、クラウドファンディングの活用）や地域の特性を活かした点

（例：○○神社で行う伝統行事と連動）などを記載します。 

 来年度以降の活動の見通し（例：継続開催、規模の拡大、新たな世代・地域へ

の展開など）を示してください。補助金終了後の資金確保について、具体的な方

法（例：地元企業への協賛依頼、会費制の導入、イベント収益の活用など）を記

載しましょう。 

 また、活動を自立的に運営していくための工夫（例：担い手育成、マニュアル

化、定期的な意見交換会など）を記載すると説得力が高まります。 

延べ参加者数や開催回数などの「数値的な目標」と、アンケート等による満足度、

参加者の表情や意識の変化などの「状態・質の目標」を合わせて記載してください。

また、それらの目標が達成されたかどうかを、どのような手法（聞き取り、写真、活

動日誌など）で確認・評価するかを併記してください。 


